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議　長に

副議長に

議員

を選出

初議会開催!初議会開催!

議員

木村　 修
野瀬　欣廣
木村　 修
野瀬　欣廣

こうら議会だより 第 66号

審
議
内
容

選
挙
（
6
件
）

○
正
副
議
長
選
挙

　

正
副
議
長
選
挙
を
行
い
、

議
長
に
木
村 
修
議
員
、
副

議
長
に
野
瀬 
欣
葊
議
員
を

選
出
。

※
他
に
、
議
会
構
成
は
別
掲

（
４
ペ
ー
ジ
）の
と
お
り
選
任
。

○
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
の
設
置

目
的　

議
会
の
審
議
内
容
お

よ
び
活
動
の
実
態
な
ど

を
広
く
町
民
に
周
知
し
、

町
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ

重
要
な
役
割
と
し
て
、

広
報
活
動
の
充
実
を
図

る
。

定
数　

5
人

全
員
賛
成

○
監
査
委
員

　

議
会
選
出
監
査
委
員
に

山
田 

裕
康
議
員
を
同
意
。

　

住
所　

甲
良
町
長
寺

　

氏
名　

山
田 

裕
康

　

年
齢　

54
歳

全
員
賛
成

○
一
般
会
計
補
正（
第
６
号
）

　

７
５
９
４
万
円
追
加

主
な
補
正
項
目

（
歳
入
）

　

寄
付
金　

７
０
０
０
万
円

　

繰
入
金
△
２
７
０
０
万
円

　

町
債　
　

３
２
９
４
万
円

（
歳
出
）

　

総
務
費　

７
０
０
０
万
円

　

民
生
費　
　

３
８
０
万
円

　

教
育
費　
　

１
５
７
万
円

　
全
員
賛
成

○
特
別
職
職
員
で
非
常
勤
の

報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
条

例
の
一
部
改
正

　

町
農
業
事
務
連
絡
委
員

(

農
業
組
合
長
報
酬)

を
削

り
、
新
た
に
交
付
要
綱
制
定

予
定
。

全
員
賛
成

○
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
識
別
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
個
人
番
号
利
用
お
よ
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

関
す
る
条
例
制
定

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

個
人
識
別
番
号
の
利
用
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
、
個
人

番
号
の
利
用
お
よ
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
必

要
事
項
を
定
め
る
も
の
。

　
賛
成

　
反
対

○
一
般
会
計
補
正（
第
７
号
）

３
４
１
２
万
円
追
加

主
な
補
正
項
目

（
歳
入
）　

　

国
庫
支
出
金
４
６
５
万
円

　

県
支
出
金　

２
３
５
万
円

　

財
産
収
入
２
５
９
３
万
円

（
歳
出
）

　

総
務
費　
　

８
５
３
万
円

　

民
生
費　
　

９
５
１
万
円

　

土
木
費　

１
８
０
０
万
円

　
賛
成

　
反
対

○
下
水
道
会
計
補
正
予
算

　

予
備
費
充
用
に
よ
る
予
算

科
目
の
組
替
。

全
員
賛
成

発
議
（
1
件
）

同
意
（
1
件
）

議
案
（
4
件
）

承
認（
専
決
処
分
１
件
）

　
28
年
２
月
５
日
、
第
一
回
臨
時
会
（
初
議
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
正
副
議
長
選
挙
の
後
、
発
議
１
件
、
承
認
１
件
、
同
意
１
件
、
議
案
４
件
、
そ
の
他
２
件
が
提
出
さ
れ
、

審
査
の
結
果
、
議
案
１
件
の
他
は
、
い
ず
れ
も
同
意
・
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

（
田
中
、
阪
東
、
宮
嵜
、

丸
山
、
建
部
）

（
岡
田
、
山
田
充
、
山

田
裕
、
野
瀬
、
西
川
、

西
澤
）

（
岡
田
、
田
中
、
山
田
充
、

山
田
裕
、
野
瀬
、
阪
東
、

宮
嵜
、
西
川
、
丸
山
、

建
部
）

（
西
澤
）
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議
長
・
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議 長

副議長

【経歴】

【経歴】

監査委員
産業建設文教常任委員会委員長
予算・決算常任委員会副委員長

予算・決算常任委員会副委員長
議会改革特別委員会副委員長
盗水疑惑特別委員会副委員長

木 村 　 修

野 瀬 欣 葊

　

一
言
、
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
議
員
の
皆
様
方
の
ご
推
挙
に
よ
り
ま

し
て
、
甲
良
町
議
会
議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
、
若
輩
で
知
識
も
な
く
、
才
能
も
な
い

私
に
、
か
か
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
は
、
ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
数
年
わ
が
国
で
は
、
急
速
な
少
子
高

齢
化
や
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
が
到
来
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
未
来
を
担
う
子
や
孫
た
ち

が
、
甲
良
の
地
に
誇
り
を
持
ち
、
幸
せ
や
豊
か
さ
を

実
感
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
子
育
て
・
教
育
施
策
の
充
実
、
企
業
誘
致
な

ど
、
総
合
的
な
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
住
民
が
「
安
全
」
で
「
安
心
」

な
生
活
が
で
き
る
よ
う
行
政
に
対
し
、
そ
の
選
択
に

誤
り
の
な
い
よ
う
、
慎
重
審
議
を
期
し
、
自
由
・
公

正
な
立
場
で
、
私
欲
の
な
い
議
会
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ
、
皆
様

方
の
絶
大
な
る
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
た
び
議
員
の
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ
り
甲
良
町
議

会
副
議
長
の
要
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
も
と
よ
り
若
輩
で
浅
学
非
才
の
私
に
、
か
か

る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
身
に
余

る
光
栄
と
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の

重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
現
在
、
甲
良
町
で
は
毎
日
の
よ
う
に
世
間
を
騒

が
す
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
問
題
、
今
年
に
入
る
と
職
員
の

税
金
着
服
事
件
、
議
会
議
員
選
挙
後
に
は
当
選
祝
い

に
ビ
ー
ル
券
を
贈
っ
て
い
た
問
題
と
い
っ
た
大
き
な

ニ
ュ
ー
ス
が
町
内
だ
け
で
な
く
全
国
版
と
な
っ
て
駆
け

め
ぐ
っ
て
い
ま
す
。
問
題
が
山
積
し
て
い
る
甲
良
町
行

政
・
議
会
を
今
ま
で
の
延
長
線
上
で
運
営
し
て
い
て

は
、
ま
た
新
た
な
問
題
が
起
こ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
地
に
落
ち
た
甲
良
町
の
た
め
に
は
大
胆
に
行
政
・

議
会
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
、
私
と
し
て
は

議
長
を
支
え
再
発
防
止
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、「
甲

良
町
は
良
い
町
だ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
、
人
口
減
少
を
食
い
止
め
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

が
甲
良
町
か
ら
発
信
で
き
る
よ
う
各
議
員
と
と
も
に

「
甲
良
の
再
生
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
絶
大
な
る
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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甲良町議会議員役職名簿

議 会 構 成

一部事務組合議会議員

役職名 氏　　　　　　　　　　　　　名

議 長 木 村 　 修

阪東佐智男

建 部 孝 夫

西 澤 伸 明

山 田 裕 康

木村　　修

木村　　修

木村　　修

山田　　充

丸 山 恵 二

丸 山 恵 二

西 川 誠 一

宮 嵜 光 一

田 中 章 浩

野 瀬 欣 廣

岡 田 隆 行

西 川 誠 一

西 澤 伸 明

西 澤 伸 明

山 田 裕 康

建 部 孝 夫

野 瀬 欣 廣

丸 山 恵 二

宮 嵜 光 一

田 中 章 浩

阪東佐智男

岡 田 隆 行

岡 田 隆 行

山田　　充

山田　　充

野 瀬 欣 廣

野 瀬 欣 廣

西 川 誠 一

建 部 孝 夫

建 部 孝 夫

阪東佐智男

丸 山 恵 二

野 瀬 欣 廣

田 中 章 浩

田 中 章 浩

阪東佐智男

阪東佐智男

岡 田 隆 行

山 田 裕 康

野 瀬 欣 廣

山 田 裕 康

副 議 長

大滝山林組合

総 務 民 生
常 任 委 員 会

産業建設文教
常 任 委 員 会

予 算・決 算
常 任 委 員 会

議 会 運 営
委 員 会

議 会 広 報
特 別 委 員 会

議 会 選 出
監 査 委 員

彦根市・犬上
郡 営 林 組 合

湖東広域衛生
管 理 組 合
彦根愛知犬上
広域行政組合

（平成 28年 2月 5日現在）

※上欄の◎印は委員長、○印は副委員長

◎ ○

◎ ○

◎ ○

◎ ○

◎ ○

こうら議会だより 第 66号
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甲良町議会議員役職名簿

議 会 構 成

一部事務組合議会議員

役職名 氏　　　　　　　　　　　　　名

議 長 木 村 　 修

阪東佐智男

建 部 孝 夫

西 澤 伸 明

山 田 裕 康

木村　　修

木村　　修

木村　　修

山田　　充

丸 山 恵 二

丸 山 恵 二

西 川 誠 一

宮 嵜 光 一

田 中 章 浩

野 瀬 欣 廣

岡 田 隆 行

西 川 誠 一

西 澤 伸 明

西 澤 伸 明

山 田 裕 康

建 部 孝 夫

野 瀬 欣 廣

丸 山 恵 二

宮 嵜 光 一

田 中 章 浩

阪東佐智男

岡 田 隆 行

岡 田 隆 行

山田　　充

山田　　充

野 瀬 欣 廣

野 瀬 欣 廣

西 川 誠 一

建 部 孝 夫

建 部 孝 夫

阪東佐智男

丸 山 恵 二

野 瀬 欣 廣

田 中 章 浩

田 中 章 浩

阪東佐智男

阪東佐智男

岡 田 隆 行

山 田 裕 康

野 瀬 欣 廣

山 田 裕 康

副 議 長

大滝山林組合

総 務 民 生
常 任 委 員 会

産業建設文教
常 任 委 員 会

予 算・決 算
常 任 委 員 会

議 会 運 営
委 員 会

議 会 広 報
特 別 委 員 会

議 会 選 出
監 査 委 員

彦根市・犬上
郡 営 林 組 合

湖東広域衛生
管 理 組 合
彦根愛知犬上
広域行政組合

（平成 28年 2月 5日現在）

※上欄の◎印は委員長、○印は副委員長

◎ ○

◎ ○

◎ ○

◎ ○

◎ ○

①所属党派　②当選回数　③住所　④生年月日

こうら議会だより 第 66号

私の公約・抱負

①日本共産党
②５回
③在士 463番地
④昭和 23年 5月 15日生

①無所属
②３回
③池寺 681番地
④昭和 24年 10月 29日

①無所属
②３回
③呉竹 184番地
④昭和 22年 3月 20日生

①無所属
②３回
③長寺 532番地
④昭和 41年 5月 8日生

　町民のみなさま、お体の具合いやくらしに関
わる心配ごとはありませんか？
　いま、貧困と格差の広がりが深刻さを増す中、
町民に一番身近な町政が最重点に取り組まねば
ならない課題は、くらしの応援にあると確信し
ています。同時に人口減少対策は待ったなし。

「農業の町」にふさわしく農業支援の強化も切
実です。もともと国がこれらの施策を全面的に
推進する責任を持たねばなりません。しかし、
国が実行しない下でもこれらの課題に町政は応
えるべきだと考えます。
　私は選挙で掲げた公約―☆子育て支援の充
実、☆老後のくらし安心などの実現をめざし、
町民のみなさまと力を合わせ尽力する決意で
す。

　３期目の挑戦です。車の両輪の如く、町行政
と町議会が、是々非々で議論しあい、前進して
いけるよう努力して参りたいと考えます。特に、
次のことに力を注ぎます。

○小学校・中学校での問題解決
○滞納問題解決へのロードマップの取り組み
○まち・ひと・しごと創生総合戦略会議の注
　視と推進
○南部工業団地（西ケ丘山林）の開発推進
○各字と町とのパイプ役として活動

　過ぎた８年は、あっという間でしたが、これ
からの４年は今までよりも大事な期間だと思い
ます。あせらずに進んでいくつもりです。

　昨年の商品券購入をめぐり、皆様に多大なご
迷惑とご心配をおかけしました「お詫びと反省」
を教訓に「心機一転」堅実に町の発展・向上に
努めます。とりわけ、人口減少対策を最重要課
題とした、地方（甲良）創生に力を注ぎます。
　住み心地の良さにしあわせを実感し、元気と
ゆとりとうるおいのある「しあわせの里・こう
ら」を創りたいと思っています。
　この世に生を受けてから天寿までの生涯にわ
たる福祉・教育・就労・安住にと、トータルな
取り組みを進めてまいります。
　特に、甲良だからやれることを追求（追究）
していきます。
　今後とも皆様のご指導とお叱りを賜りますよ
うよろしくお願いします。ありがとうございま
した。

　この度の選挙では、多くの町民の皆様のご支
援により３期目の当選をさせていただきまし
た。これまでの経験を活かし、明るい町づくり
のために更に頑張る所存でございます。私は少
子高齢化に対応した「明るく元気で住みやすい
甲良町」を目指します。私たちが暮らしている
このせせらぎ遊園のまち甲良町を明るく元気
に、そして町民の皆様が住みやすい町になるよ
う議会活動に取り組んで参ります。町民の皆様
から託されたたくさんの願いを真っ直ぐ議会へ
届け、理想の町に近づけていこうと思っており
ます。
　また、私は町民の皆様にとって身近な議員で
ありたいと思っております。町民の皆様のこと
を第一に考え、甲良の町を明るくするために
日々務めさせていただきます。
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①所属党派　②当選回数　③住所　④生年月日

こうら議会だより 第 66号

私の公約・抱負

①無所属
②３回
③金屋 1129番地
④昭和 19年 9月 1日生

①無所属
②２回
③下之郷 1424番地
④昭和 26年 9月 28日生

①無所属
②３回
③法養寺 428番地 5
④昭和 37年 3月 24日生

①無所属
②２回
③北落 116番地 1
④昭和 29年 6月 5日生

　「町民に住んでよかったと言われる甲良町に」
するため、これからも一生懸命に頑張ります。
　まずは住民の福祉向上を念頭に不正を許さず
公平公正な町づくりを目指し、次に掲げること
に努力します。
１．人口減少の歯止めとして「甲良町まち・ひ

と・しごと創生総合戦略会議」の提案が机
上の空論にならぬよう推し進めます。

２．教育改革、とくに学力向上に力を注ぎます。
３．低迷する農業や商工業の活性化に取り組み

ます。
４．住民の負担軽減となる行政改革に取り組み

ます。
５．財政収支の黒字化を目指し、不公平感の改

善を求めます。

　この度の改選で多くの町民の皆様からご支援
を賜り、再選できましたことを心よりお礼申し
上げます。
　本町が直面している少子高齢化・人口減少に
より自治活力低下が近年どの地域でも起こって
います。今後、人間関係の希薄化や個人の孤立
化により、地域活動の停滞が急激に進むことが
懸念されます。住みよいまちづくりは地域独自
の特性を理解して、その問題点を整理し、生か
すもの・捨てるものなどの改革を行うことで、
初めて持続可能なまちづくりの実現が可能だと
考えます。　
　安全で安心に暮らせるまちづくりを推進する
ため、誠心誠意がんばってまいります。　　
　今後ともご支援をよろしくお願いします。

　この度、議会活動の場を与えていただき、責
任の重さを改めて感じているところです。
　私は、子どもから高齢者まで全ての町民の皆
様が安心して暮らせるよう、そして明るく健や
かな町づくりを目指していきたいと考えており
ます。
　そのために、町民の皆様の声をしっかりと受
け止め、私たちの生活に大きくかかわる町政を
身近なものであると感じて頂けるよう、常に皆
様に近い存在の議員でありたいと思います。こ
れまでの活動や経験を活かし、青少年の健全育
成、高齢者の生活の充実に取り組み、いかなる
ことにも誠心誠意努める所存です。
　まだまだ微力ではございますが、今度とも皆
様のご支援をお願い申し上げます。

　この度の選挙で皆様のご支援により２期目の
当選をさせていただきました。投票していただ
いた一票一票の重みをしっかり受け止め、皆様
の声を町行政へと反映させていきます。
　任期満了直前では行政・議会ともプレミアム
商品券問題に対して、その姿勢が問われてきま
した。本来、公職に就く者は私利私欲を捨て甲
良町のために働く意識を持つ必要があります。
　残念ながら上記問題以外にも、今の甲良町は
行政・議会共に問題が山積しています。
　このため今回の選挙では「甲良の再生」を終
始訴えてきました。問題解決のためには、何事
にも積極的にこの姿勢を貫き、明るい甲良の実
現に向け、努力していきたいと考えています。
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①所属党派　②当選回数　③住所　④生年月日

こうら議会だより 第 66号

私の公約・抱負

①無所属
②２回
③長寺 648番地 6
④昭和 36年 4月 29日生

①無所属
②１回
③尼子 516番地
④昭和 33年 7月 25日生

①無所属
②１回
③呉竹 332番地
④昭和 25年 4月 30日生

①無所属
②１回
③小川原 814番地 19
④昭和 48年 7月 30日生

　この度、町議会議員選挙におきまして、た
くさんの方々の厚いご支援をいただき、当選
させていただきました。

　私は、次の項目を推進していきたいと考え
ております。
１．町民の皆様が誇りを持てる町づくりを目指

します。
２．生産者の目線で農業振興に取り組みます。
３．中小、零細事業所の支援に取り組みます。

　これらのことを、一所懸命頑張る所存でご
ざいますので、町民の皆様、よろしくお願い
します。

　この度の町議会選挙で新人の私に、町民の皆
様から温かい支援をいただき、当選の栄をいた
だきましたこと、誠にありがとうございます。
身の引き締まる思いと共に、責任の重大さをあ
らためて感じております。
　私は、町民の皆様に分かりやすい町政、身近
な町政となるよう、地域に密着した議員を目指
し実現します。地域防災・人口減少対策等、今、
町が抱える様々な問題に町民皆様のお声を聞き
ながら、議論し解決に一生懸命頑張る所存でご
ざいます。また、イメージダウンした町議会、
町行政の信頼回復を新しい力で改革し、安心・
安全な甲良町、未来につなぐ甲良町、住みたい
街甲良町となるよう、日々勉強し努力いたしま
す。
　町民の皆様の益々のご支援ご指導を賜ります
ようによろしくお願いいたします。

○議員立候補の決意
　　甲良町の「商品券問題」が全国に報じられ、

町民として恥ずかしい思いをするとともに、
住んでいる町のことに無関心でいられなくな
り、この町を良くしようと立候補を決意しま
した。

○めざすは“元気なまちづくり”
　　私は、沈滞している甲良のまちをイメージ

転換し、住んでいるみんなが、わが町を自慢
できる良い町となるよう奮闘します。

○町民のために！
　　甲良町は、滋賀県で一番人口が少ない町と

なり不安な気持ちです。
　・集落の伝統行事が守り続けられるのか…
　・行政運営が「町民のため！」に行われてい

るのか…
　議員として、しっかり頑張ります。

　今回の選挙では、新人ながら町民の皆様のあ
たたかいご支援により、当選させていただきま
した。
　豊かで住みやすく、思いやりのある町を創る
ために、若さと情熱で一生懸命取り組んでまい
ります。
　そして、混乱している町政と議会を立て直す
ために、職員と議員が協力し合えるような環境
づくりを率先して努力します。今、議員が取り
組まなければいけないことは、たくさんありま
す。子育て支援や福祉と健康、人口減少問題、
農業問題など課題は山積みです。
　町民の皆様の声を行政にきちんとお届けし、
少しでも皆様の不安をなくすよう取り組みま
す。
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第
号

66
臨
時
号

2016
年
3
月

月　日

３月 １ 日（火）

３日（木）

４日（金）

７日（月）

８日（火）

９日（水）

全員協議会

開　会・一般質問

一般質問（予備日）

予算決算常任委員会

予算決算常任委員会

予算決算常任委員会（予備日）

９：００

９：００

９：００

９：００

９：００

９：００

内　容 時　刻

議会の傍聴は事前申し込み不要です。ぜひ、お気軽にお越しください。
なお、都合により日程が変更になる場合がございます。
詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。電話３８−５０６０

会期日程、議会会議録などは、ホームページでも公開しています。
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総務民生常任委員会（予定）
産業建設文教常任委員会（予定）

閉　会
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９：００22日（火）

14日（月）


